
●「布絵の会」の活動
　「布絵（ぬのえ）」とは、布やフェルトを使って作る絵本のことです。「布絵の
会」（代表：吉崎俊子さん、会員：20名）は、月１回グリーンパレスで作りたい作
品を決め、材料をそろえて縫ったりして、年に一冊の絵本を各自が仕上げてま
す。完成した作品を保育園、図書館、共育プラザ、児童相談所や鶴岡市へ寄贈
しています。
　また、上一色コミュニティセンター、小松川図書館でのストラップ作り、子ど
も未来館の“ものづくり工房”で「金魚のストラップ」、「ミニ布の絵本」作りなど
のボランティア活動もしています。

●ボランティア活動のきっかけ
　平成12年8月機関紙「やまびこ」に「布絵の会」の記事を見て興味を持ち、見
学したことがきっかけでした。以来「布絵の会」の活動をはじめ現在の色々な
ボランティア活動に広がっていきました。

●幅広いボランティア活動
　「おはなしにこにこ」の活動では、月1回、松本保育園の園児たちに読み聞か
せをしています。
　｠また、「江戸川区の昔話を語り継ぐ会」で昔話を聞かせる活動にも参加し
ています。さらに、みんなの家では、陶芸教室の参加をきっかけに、月2回、干
支の鈴づくりを行っています。
　平成18年にはオカリナ講座を受講後サークルを立ち上げて、熟年施設等で
月1～2回の演奏を、15年以上続けています。
　このほか、江戸川区福祉ボランティア団体協議会で普及推進部会長、ボラ
ンティアフェスティバルでイベント担当、出前ボランティアなど多岐にわたる
活動をしています。
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●今後に向けて
　「布絵の会」との出会いから縫いものの楽しさを知り、色々
な方々とのふれあいがはじまりました。陶芸、オカリナと裾野
が広がり、現在の活動に繋がっています。今後も年齢を問わず
縫いものの楽しさに触れてもらえる機会を作っていきたいと
考えています。　
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江戸川区は、誰もが安心して自分らしく暮らせる共生社会の実現に向けてSDGsに積極的に取り組んでいます。

「布の絵本」でボランティア活躍中！
　　吉崎俊子さんにインタビュー
「布の絵本」でボランティア活躍中！
　　吉崎俊子さんにインタビュー

吉崎俊子さん（ボランティアセンターにて）

布で作った絵本とボール等

布絵の会で上コミまつりに参加

子ども未来館でのものづくり工房
「布絵の会」の仲間と一緒に

（前列右から３番目）
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　聴覚障がい者の方の理解を目的としたボランティアを養成するための手話
講座です。　
　１　日　時：9月6日～10月4日の毎週水曜日 13：30～15：30（計５回）
　２　会　場：グリーンパレス集会室305　※9月13日のみ集会室401
　３　対　象：区内在住・在勤・在学で手話のボランティアとして活動できる

18歳以上の方
　４　定　員：12名
　５　講　師：江戸川区手話ボランティア団体所属のボランティア
　６　費　用：無料
　７　申込み：8月2日（水）9：00から当センターへ電話で先着順

　車いす利用者や視覚、聴覚の障がい者の方のお話から障がいを知り、実際
に車いすの操作や手話を体験します。受講して自分にできるボランティアを
一緒に見つけましょう。皆さんのご参加をお待ちしております。
　１　日　時：８月２６日（土）１０：００～１１：３０
　２　会　場：グリーンパレス２階　高砂・羽衣
　３　費　用：無料
　４　定　員：３０名
　５　講　師：江戸川区福祉ボランティア団体協議会（主催者）のボランティア
　６　後　援：公益財団法人えどがわボランティアセンター
　７　申込み：７月２４日（月）９：００より当センターに電話で先着順

℡03-5662-7671（公財）えどがわボランティアセンターこのページのお問い合せ先

～はじめよう！ボランティア～　これから始まる講座

2023　ボランティアフェスティバルの概要が決定
１　日　時　　１1月25日（土）　10:00～15:00

２　会　場　　タワーホール船堀　１階展示ホール

３　内　容　　（1）展示コーナー

（2）ステージ発表

（3）イベントコーナー

※詳しくは、上のコードでご覧ください。

ボランティア入門講座「障がいを知ろう」

手話ボランティア養成講座



　毎年好評の夏のボランティア体験を開催しています。今年は体験先を拡大

しています。この夏休みを利用して、ボランティア体験をしてみませんか？

【期　間】 ８月３１日（木）まで

【費　用】 ３５０円（ボランティア保険料）

【施　設】 すくすくスクール、保育園、高齢者施設、図書館、ボランティア団体

【方　法】 当センターで開催する説明会に参加した区民の方

【説明会】 8月2日（水）、8月5日（土）グリーンパレス
※説明会は事前予約制です。電話もしくは窓口で受付します。

※体験先は先着順です。また年齢などで体験できる施設は異なります。
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ボランティア団体登録数

（令和5年6月末現在）

登録団体数：160団体
登録人数：3,555人

２０２３　夏のボランティア体験開催中です！

ボランティアの振興に、有効に使わせていただきます

使用済み切手  受領：56件/23.2Kg

5月・6月分

ボランティアさん情報 　募集情報の掲載を希望される施設や団体の方は、
ボランティアセンターまでご連絡ください。
TEL 03-5662-7671／FAX 03-3653-0740

グッドタイムナーシングホーム・江戸川
１　内　容 … 踊り、演奏などの披露、清掃、草むしり、入居者様の話し相手

お散歩の介助、見守り、趣味を活かした活動をしていただける方
２　日　時 … 10：00～17：00（時間は応相談）
３　場　所 … 本一色2丁目12番6号
４　交通手段 … 京成バス「光照寺」下車徒歩5分
5　交通費・食事等 … なし 　
6　連絡先 … 03-5663-1301　松本

ご存じですか？ このマーク　「レッドカップマーク」ご存じですか？ このマーク　「レッドカップマーク」
　国連WFP（国連世界食糧計画）が行っている開発途上国の学校給食への
支援に賛同する企業の商品につけられるマークです。このマークがついた商
品を買うと、その売り上げの一部が企業を通して学校給食の支援に寄付され
る仕組みになっています。このマークは、インスタントラーメンやチョコレー
ト、消火器などにもつけられています。

昨年の図書館での体験の様子→



“外国語ボランティア江戸川”と“えがおで日本語サロン”が
外国人向けの料理教室を開催

“外国語ボランティア江戸川”と“えがおで日本語サロン”が
外国人向けの料理教室を開催

　5月13日（土）にグリーンパレス料理講習室で、「外国語ボラ
ンティア江戸川」（代表：河野有紀さん）と「えがおで日本語サロ
ン」（代表：石井教文さん）の二つの団体が、共催で外国人向けの
料理教室を開催しました。
　これまでは、生け花、習字、着付け、お茶などの教室を開催し
てきました。今回初めて料理教室を開催したところ、中国やイ
ンドなどの大人から子どもまで、20人が参加。はじめに講師の
説明のあと、てまり寿司と手巻き寿司を全員で作りました。
　最後に自分たちが作ったお寿司を食べて終了しました。今回
は外国の方が日本の食文化を実体験する良い機会となりまし
た。
　これからもこの２団体は、「外国人の方々との交流を促進す
る企画をしていきたい。」と語っていました。

“グリーンハーモニカ江戸川”の皆さんが演奏を披露“グリーンハーモニカ江戸川”の皆さんが演奏を披露

　6月20日にタムスさくらの杜南葛西（特別養護老人ホーム）
で「グリーンハーモニカ江戸川」（代表：小柳幸枝さん）の皆さん
が、ハーモニカ演奏のボランティア活動を再開しました。
　会員の皆さんは、いろいろな曲目を合奏・独奏で披露しました。
入所している皆さんは童謡や「瀬戸の花嫁」、「星影のワルツ」な
どの昭和の歌を楽しそうに口ずさんでいました。
　小柳さんは「今後も積極的に活動したい。」と語っていました。

“ザ・マジック”のおふたりがすばらしい技を披露“ザ・マジック”のおふたりがすばらしい技を披露

　7月9日にタムスさくらの杜南
葛西（特別養護老人ホーム）で、
「ザ･マジック」（代表：松原忠彦
さん）のおふたりが入所者の
方々にのこぎり音楽とマジック
を披露しました。約45分という
短い時間でしたが、皆さん笑い
ながら楽しそうにプロとみまが
う技に見入っていました。

（公財）えどがわボランティアセンター ☎03（5662）7671問合せ先
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のこぎり音楽 手品

講師から作り方を教わります

はじめてのてまり寿司

大勢の皆さんの前でハーモニカの演奏を披露


